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ここ数年、「外国人研修制度」という言葉を新聞や TV 等のメディアで耳にする機会が増

えた。99 年、スリランカからの研修生が未払いの研修手当てを求めて、研修先の会社と斡

旋団体を訴えたことは記憶に新しい。中国人実習生が、３K 労働現場での給料ピンハネに

抗議したのも大きな問題として新聞に取り上げられた。アジアの「人づくり」のためとい

う目的で整えられた外国人研修制度だが、果たして現実の社会の中ではどこまでその意図

を反映させることができているのだろうか。筆者は、「人づくり」の外国人研修制度の実情

を研修生と受け入れ組合の視点から調査することにした。外国人の技能研修が実施され始

めた 1960 年代後半以来、研修手当ての未払い、パスポートの強制管理、研修生の技術習得

の有無等、研修生や受入れ組合・企業にまつわる様々な問題が議論されている。筆者は、

インドネシアからの研修生へのインタビューと、研修生の受け入れ組合 18 社のホームペー

ジ調査等の実態調査を行った。そして、受入れ側は制度を労働力補充の為と捉え、研修生

は技術習得や出稼ぎを主な目的としていることが明らかになった。双方に目的意識のずれ

が生じるのは、日本独特の OJT と Off-OJT による 2 つの技術研修制度と日本の労働力不足

が原因である。研修生にとっては、研修と実地研修を兼ねそろえた研修制度は技能を習得

する上で魅力的なものであり、労働力不足に悩む日本の中小企業にとっては、研修という

名目で安価な労働力を手に入れることのできる研修制度は魅力的なのだ。最後に、外国人

問題に関わっている川上園子さんへインタビューを行い、外国人研修制度の利用を「人づ

くり」という原点に戻すことで、この制度の利用価値が企業側にはなくなるので、制度そ

のものの存続が危ぶまれるという制度が孕む利己的な側面を提示して結論とする。この論

文では制度の改善策の提言ではなく、問題点の実態を突き詰めることに焦点を当てる。 

本論では第 1 章で、外国人研修制度の概要をと目的を確認する。第 2 章では、１）研 

修生の技術習得に関する問題、２）研修手当ての問題、３）企業による研修生の管理の問

題、以上の 3 点を取り上げる。そして、第 3 章では研修制度を利用する目的意識の違いを、



研修生の受入れ組合・企業と研修生の側から見て、第 4 章で、その違いが生じる要因及び、

原因を考察する。最後に、研修制度のあるべき姿と、これからの課題を述べて、まとめと

する。 
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